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衆
議
院
議
員
小
川
淳
也
君
提
出
ア
ッ
シ
ャ
ー
症
候
群
及
び
網
膜
色
素
変
性
症
に
係
る
治
療
ア
ク
セ
ス
等
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

我
が
国
の
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
治
療
等
と
疾
病
等
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
り
、
疾
病
等
に
対
す
る
有
効
性
、

安
全
性
等
が
確
立
し
た
治
療
等
を
保
険
適
用
の
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
考
え
の
下
、
御
指
摘
の
「
遺
伝
性
網
膜
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
疑
わ
れ
る
患
者
」
に
対
す
る
「
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」
に
つ
い
て
は
、
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
（
令
和
八
年
三
月
五
日
付
け
保
医
発
〇
三
〇
五
第
六
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
医

療
課
長
及
び
歯
科
医
療
管
理
官
連
名
通
知
）
に
お
い
て
、
「
遺
伝
性
網
膜
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
遺
伝
子
検
査
は
、
（
中
略
）
ボ
レ

チ
ゲ
ン 

ネ
パ
ル
ボ
ベ
ク
の
適
応
の
判
定
の
補
助
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
場
合
」
に
は
「
算
定
で
き
る
」
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
、
お
尋
ね
の
「
特
定
の
承
認
済
み
治
療
の
適
応
判
定
に
限
ら
な
い
包
括
的
な
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
」
へ
の

「
保
険
適
用
の
範
囲
」
の
「
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
網
羅
的
に
御
指
摘
の
よ
う
な
「
海
外
で
第
二
相
後
期
又
は
第
三
相
に
進
む
希
少
疾
患
治
療
候
補
を
定
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期
的
に
選
定
し
、
・
・
・
具
体
的
に
提
案
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な

「
企
業
へ
の
働
き
掛
け
」
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
「
国
際
共
同
治
験
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
事
業 

実
施
要
綱
」
（
令

和
七
年
五
月
一
日
付
け
産
情
発
〇
五
〇
一
第
十
三
号
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
医
薬
産
業
振
興
・
医
療
情
報
審
議
官
通
知
別

添
）
に
定
め
る
「
国
際
共
同
治
験
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
事
業
」
に
よ
り
、
「
日
本
国
内
に
開
発
拠
点
を
有
さ
な
い
海
外

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
製
薬
企
業
か
ら
の
国
内
で
の
治
験
・
臨
床
試
験
の
実
施
に
関
す
る
相
談
の
受
付
、
国
内
で
の
治
験
の

実
施
の
支
援
・
誘
致
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
設
置
を
行
う
こ
と
で
、
国
際
共
同
治
験
の
実
施
体
制
の
強
化
」
を

行
う
こ
と
等
を
目
的
と
し
、
「
日
本
の
制
度
、
治
験
環
境
等
に
関
す
る
英
語
で
の
広
報
資
材
の
作
成
、
相
談
・
支
援
窓
口
に

係
るweb

サ
イ
ト
（
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
）
の
構
築
等
に
よ
る
相
談
・
支
援
窓
口
の
広
報
活
動
な
ど
、
海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
等
に
対
す
る
日
本
で
の
治
験
実
施
の
誘
致
活
動
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
開
発
状
況
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
「
我
が
国
へ
の
導
入
可
能
性
」
及
び
「
開
発
企
業
又
は
権
利

保
有
企
業
か
ら
対
面
助
言
、
事
前
相
談
、
治
験
届
そ
の
他
の
相
談
又
は
申
請
を
受
け
た
事
実
の
有
無
」
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
企
業
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。 
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三
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
海
外
の
小
規
模
な
開
発
企
業
」
等
に
対
し
て
、
「
医
薬
品
等
審
査
迅
速
化
事
業
費
補

助
金
等
（
国
内
未
承
認
薬
・
適
応
外
薬
審
査
迅
速
化
事
業
等
）
実
施
要
綱
」
（
平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日
付
け
薬
生
発
〇

四
一
四
第
四
号
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
長
通
知
別
紙
（
最
終
改
正 

令
和
八
年
四
月
七
日
）
）
に
定
め
る
「
医
薬

品
国
内
開
発
伴
走
事
業
」
に
よ
り
、
御
指
摘
の
「
考
え
方
」
を
含
む
日
本
の
薬
事
規
制
に
つ
い
て
の
周
知
を
行
う
と
と
も

に
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
が
米
国
に
設
立
し
た
事
務
所
に
お
い
て
、
日
本
の
薬
事
制
度
に
関
す
る
相

談
に
無
償
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
際
共
同
治
験
へ
の
途
中
参
加
が
困
難
な
場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

御
指
摘
の
「
日
本
人
を
対
象
と
す
る
少
人
数
の
安
全
性
・
用
量
確
認
試
験
又
は
長
期
安
全
性
試
験
」
を
含
め
、
医
薬
品
の
臨

床
研
究
又
は
治
験
に
つ
い
て
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
が
実
施
し
て
い
る
臨
床
研
究
・
治
験
推
進

研
究
事
業
に
よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
革
新
的
な
医
薬
品
を
創
出
す
る
た
め
、
科
学
性
及
び
倫
理
性
が
十
分
に
担
保
さ
れ
た

質
の
高
い
臨
床
研
究
又
は
治
験
を
行
う
研
究
費
の
助
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
適
切
な
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
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い
。 

四
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
関
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
希
少
疾
患
」
の
患
者
も
含
め
患
者
に
係
る
も
の
と
し
て
、
御
指
摘
の
「
拡
大
治
験
」

に
つ
い
て
は
、
「
人
道
的
見
地
か
ら
実
施
さ
れ
る
治
験
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
令
和
六
年
九
月
十
三
日
付
け
医
薬
薬
審
発
〇

九
一
三
第
二
号
厚
生
労
働
省
医
薬
局
医
薬
品
審
査
管
理
課
長
通
知
）
に
お
い
て
、
「
人
道
的
見
地
か
ら
・
・
・
治
験
に
参
加

で
き
な
い
患
者
に
対
し
て
未
承
認
薬
等
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
策
」
を
示
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
「
主

治
医
が
治
験
実
験
者
に
拡
大
治
験
の
実
施
の
要
望
を
行
う
こ
と
」
、
「
拡
大
治
験
の
実
施
が
で
き
な
い
と
治
験
実
施
者
か
ら

回
答
を
受
け
た
主
治
医
及
び
患
者
が
・
・
・
納
得
で
き
な
い
場
合
、
主
治
医
は
、
主
た
る
治
験
に
参
加
で
き
な
い
理
由
及
び

拡
大
治
験
の
必
要
性
等
を
・
・
・
厚
生
労
働
省
・
・
・
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
、
「
拡
大
治
験
の
治
験
実
施
計

画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
治
験
相
談
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
等
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
患
者
申
出
療
養
」
に
つ
い
て
は
、
「
健
康
保
険
法
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

に
規
定
す
る
患
者
申
出
療
養
の
実
施
上
の
留
意
事
項
及
び
申
出
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
四
日
付
け

医
政
発
〇
三
〇
四
第
三
号
・
薬
生
発
〇
三
〇
四
第
一
号
・
保
発
〇
三
〇
四
第
十
八
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
、
医
薬
・
生
活
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衛
生
局
長
及
び
保
険
局
長
連
名
通
知
（
最
終
改
正 

令
和
七
年
三
月
十
二
日
）
）
に
お
い
て
、
「
患
者
申
出
療
養
は
、
困
難

な
病
気
と
闘
う
患
者
の
思
い
に
応
え
る
た
め
、
先
進
的
な
医
療
に
つ
い
て
、
患
者
の
申
出
を
起
点
と
し
、
安
全
性
・
有
効
性

等
を
確
認
し
つ
つ
、
身
近
な
医
療
機
関
で
迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
示
し
て
お
り
、
具
体
的
に

は
、
「
患
者
申
出
療
養
と
し
て
告
示
さ
れ
て
い
な
い
医
療
技
術
に
係
る
申
出
等
の
取
扱
い
」
と
し
て
、
患
者
が
「
申
出
書
」

を
提
出
す
る
際
に
は
、
「
当
該
申
出
に
係
る
療
養
の
実
施
計
画
」
や
「
治
療
の
内
容
及
び
費
用
」
等
を
記
載
し
た
「
臨
床
研

究
中
核
病
院
の
意
見
書
」
等
を
添
付
し
、
「
意
見
書
を
作
成
し
た
臨
床
研
究
中
核
病
院
を
経
由
し
」
、
厚
生
労
働
省
に
「
提

出
す
る
こ
と
」
と
し
た
上
で
、
「
患
者
申
出
療
養
評
価
会
議
」
（
「
患
者
申
出
療
養
評
価
会
議
設
置
要
綱
」
（
平
成
二
十
八

年
四
月
十
三
日
厚
生
労
働
大
臣
伺
定
め
）
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
先
進
的
な
医
療
に
係
る
専
門
的
知
見
を
有
す
る
有
識
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
評
価
会
議
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
「
患
者
申
出
療
養
の
適
否
に
係
る
審
議
」
を
行
い
、

「
実
施
が
承
認
さ
れ
た
も
の
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
患
者
申
出
療
養
評
価
会
議
の
審
議
結

果
に
つ
い
て
、
意
見
書
を
作
成
し
た
臨
床
研
究
中
核
病
院
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
臨
床
研
究
中
核
病
院

は
速
や
か
に
そ
の
旨
（
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
由
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
申
出
を
行
っ
た
患
者
に

通
知
す
る
こ
と
。
告
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
申
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
原
則
六
週
間
以
内
に
適
用
す
る
も
の
と



 

６ 

 

す
る
」
等
と
示
し
て
い
る
ほ
か
、
「
患
者
申
出
療
養
に
係
る
患
者
か
ら
の
相
談
の
取
扱
い
」
と
し
て
、
「
申
出
を
行
う
に
当

た
り
、
患
者
は
必
要
に
応
じ
て
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
保
険
医
療
機
関
の
支
援
を
受
け
、
特
定
機
能
病
院
又
は
臨
床
研
究
中

核
病
院
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
等
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
御
指
摘
の
「
希
少
疾
患
」
の

患
者
も
含
め
患
者
が
「
未
承
認
治
療
へ
適
切
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
」
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
適
切

な
周
知
等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

四
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
患
者
申
出
療
養
」
に
お
け
る
「
患
者
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
「
「
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
」
及
び
「
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
薬

品
等
」
の
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
三
月
十
三
日
付
け
保
医
発
第
〇
三
一
三
〇
〇
三
号
厚
生
労
働
省

保
険
局
医
療
課
長
及
び
歯
科
医
療
管
理
官
連
名
通
知
（
最
終
改
正 

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日
）
）
に
お
い
て
、
「
そ
の
徴

収
の
対
象
と
な
る
療
養
に
要
す
る
も
の
と
し
て
社
会
的
に
み
て
妥
当
適
切
な
範
囲
の
額
と
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
患
者
が
必
要
と
す
る
療
養
及
び
そ
れ
に
伴
う
御
指
摘
の
「
患
者
負
担
」
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
認

識
」
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
患
者
申
出
療
養
」
に
お
け
る
「
患
者
負
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担
」
に
つ
い
て
は
、
四
の
前
段
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
患
者
が
「
申
出
書
」
を
提
出
す
る
際
に
は
、
「
治
療
の
内
容

及
び
費
用
」
等
を
記
載
し
た
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
意
見
書
」
等
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
た
上
で
、
患
者
申
出
療
養
評

価
会
議
に
お
い
て
、
当
該
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
意
見
書
」
の
内
容
も
踏
ま
え
、
「
患
者
申
出
療
養
の
適
否
に
係
る
審

議
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
「
妥
当
適
切
な
範
囲
の
額
」
を
担
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
費
用
支
援
制
度
」
を
設
け
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。 


